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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年11月13日(2014.11.13)

【公開番号】特開2014-185269(P2014-185269A)
【公開日】平成26年10月2日(2014.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2014-054
【出願番号】特願2013-62033(P2013-62033)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  75/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/22    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/36    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  75/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月5日(2014.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　触媒（ａ）、１分子中に２個以上の水酸基を有するポリオール（ｂ）、１分子中に２個
以上のイソシアネート基を有するポリイソシアネート（ｃ）、及びシリカ粒子を含有する
ウレタン硬化性組成物であって、
　前記触媒（ａ）が、式（１）で表されるカルボン酸金属塩であり、
Ｍ（ＯＣＯＲ）ｎ　　・・・（１）
（式中、ＭはＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ又はＣｓであり、Ｒは炭素数１～２０の飽和炭化水素
基、鎖式不飽和炭化水素基、脂環式炭化水素基、芳香族炭化水素基のいずれかである。ｎ
はＭの原子価と同じ数である。）
前記（ｂ）～（ｄ）成分の合計重量に対し、前記ポリオール（ｂ）を５～９０重量％、前
記シリカ粒子（ｄ）を５～８５重量％含有すると共に、
前記ポリイソシアネート（ｃ）は、ポリイソシアネート（ｃ）のイソシアネート基とポリ
オール（ｂ）の水酸基の当量比（ＮＣＯ／ＯＨ）が０．２５～５．０の割合で配合されて
おり、
前記触媒（ａ）を前記シリカ粒子（ｄ）に対して０．１～２．０重量％とすることを特徴
とする、ウレタン硬化性組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、本発明の上記目的は、以下の手段により解決できる。
［１］触媒（ａ）、１分子中に２個以上の水酸基を有するポリオール（ｂ）、１分子中に
２個以上のイソシアネート基を有するポリイソシアネート（ｃ）、及びシリカ粒子（ｄ）



(2) JP 2014-185269 A5 2014.11.13

を含有するウレタン硬化性組成物であって、
　前記触媒（ａ）が、式（１）で表されるカルボン酸金属塩であり、
Ｍ（ＯＣＯＲ）ｎ　　・・・（１）
（式中、ＭはＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ又はＣｓであり、Ｒは炭素数１～２０の飽和炭化水素
基、鎖式不飽和炭化水素基、脂環式炭化水素基、芳香族炭化水素基のいずれかである。ｎ
はＭの原子価と同じ数である。）
前記（ｂ）～（ｄ）成分の合計重量に対し、前記ポリオール（ｂ）を５～９０重量％、前
記シリカ粒子（ｄ）を５～８５重量％含有すると共に、
前記ポリイソシアネート（ｃ）は、ポリイソシアネート（ｃ）のイソシアネート基とポリ
オール（ｂ）の水酸基の当量比（ＮＣＯ／ＯＨ）が０．２５～５．０の割合で配合されて
おり、
前記触媒（ａ）をシリカ粒子（ｄ）に対して０．１～２．０重量％とすることを特徴とす
る、ウレタン硬化性組成物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
（実施例１～１５、比較例１～２１、参考例１～１３の配合）
　上記（ａ）、（ｂ）、（ｄ）成分および希釈溶媒を表１に示す割合で配合し、十分攪拌
し、下記の方法にしたがって触媒の溶解性について目視にて評価した。その後、上記（ｃ
）成分を表１に示す割合で加え、十分に攪拌した後、イソシアネート基の消費率及び触媒
能を下記方法に従って評価した。各試験の結果は表２に記載する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
【表１】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３８】
【表２】
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